
■盛岡市では、更なる観光客数の増加を目指し、まちづくりと一体となった水辺利用を推進するため平成21年5月
（平成29年3月に変更）に「盛岡地区かわまちづくり計画」を登録。

盛岡地区かわまちづくり

盛岡地区かわまちづくり

■本事業は、地域のまちづくりの
取組と連携し、まちづくりと一体
となった管理用階段・通路等の水
辺整備やＪＲ盛岡駅に隣接する木
伏緑地（きっぷしりょくち）の改修
等により、賑わいのある水辺空間
を創出するとともに地域の観光振
興を図ることを目的に実施。

■国土交通省は、ハード整備とし
て、令和２年度までに低水護岸（階
段、船着場）や管理用通路（階段）
などを整備し終えており、現在モ
ニタリング調査を実施中（事業完
了後５年間）。令和７年度までにモ
ニタリングを終えて事業完了。

■かわまちづくりとしては、盛岡
市を中心に勉強会や懇談会など
を今後も継続して実施する。
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盛岡地区かわまちづくり

■かわまちづくり登録されている盛岡地区は、盛岡市の中心部を流れる北上川、中津川の河川空間を活用すること
で、街中の賑わいの創出や観光振興に繋げる多くの取組を、市民・地域団体・民間、盛岡市・国が連携し、整備・活用・
維持管理を実施している。

■盛岡市は、平成26年度に策定した「盛岡市観光推進計画」で平成31年度迄に年間500万人の観光客誘致を目標
としており、平成30年には500万人を超過し、令和1年には519万人に達した（新型コロナ感染症の影響により令和
2～3年は減少）。

盛岡市の現状と背景

盛岡市の観光客の推移
500万人突破

かわまち事業開始

盛岡市
HPより

かわまち大賞受賞後の記念写真

■一方で、北上川に隣接した木伏緑地にはPark-PFIを活用した商業
施設があり、利用者や民間事業者の意見を反映して河川空間に整備
した散策路・階段・船着き場などとの相乗効果により、コロナ禍におい
ても市民の日常的な居場所や観光客が訪れるスポットになっている。

■令和4年度には、盛岡地区はかわまちづくり大賞を受賞したほか、
令和5年1月には、ニューヨーク・タイムズが発表した「2023年に行く
べき52箇所」で盛岡市が2番目（1番目はロンドン）に紹介されるなど
インバウンド促進に向けて大きな追い風となっている。





盛岡地区かわまちづくり

河川敷を利用した社会実験の実施

木伏・緑地での映画上映

河川敷でのYOSAKOI

まちなか河川敷キャンプ実験

アウトドアサウナと舟運

河川敷を利用して、様々なイベントを実施。
毎年多くの来場者があり、オープン化に向けた社会実験に取り組んでいる。



盛岡地区かわまちづくり

環境整備事業で国で整備した低水護岸（船着き場）

北上川【木伏緑地前の河川敷の整備内容】

かわまちづくりと公募設置管理制度（Park－PFI）を活用した公園整備が連携した一体
的な空間整備により、市民の集いの場、憩いの場、地域の賑わい拠点が形成された。

国とＰａｒｋ－ＰＦＩの整備区分け（盛岡地区）

整備後（R元年９月撮影）

整備前（Ｈ２７年１０月撮影）

環境整備事業で国で整備した管理用通路（階段）



〇令和５年５月13日(土)に盛岡市開運橋上流右岸の「もりおか港」において「北上川舟運・
川開き」が開催されました。

〇木造船「もりおか丸」(10名乗り)に乗船し、舟運文化の復活による川と街の繋がり、
観光振興、地域活性化など魅力あるまちづくりに繋がることが期待されています。

令和６年の舟運(社会実験)は10月までに９回を予定。
また、６/15(土)には北上川ﾌｪｽﾀを開催予定。 北上川を舟運するもりおか丸（左に木伏緑地、河岸にもりおか港、背景には岩手山）

歩道空間船着き場「もりおか港」
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北上川と岩手山

終点の新山河岸かわの駅名

川開き式典の様子 もりおか港から第1便の出航

終点の新山河岸(しんざんがし)かわまちづくりの主な整備

主 催：盛岡地区かわまちづくり(舟運)実行委員会
(国土交通省 岩手河川国道事務所・
北上川ダム統合管理事務所、盛岡市、
北上川に舟っこを運行する盛岡の会)

来場者：約100名

北上川の舟運復活に向けた取組



○令和５年６月1７日（土）、岩手県盛岡市、開運橋上流右岸河川敷にある「もりおか港」（R3年度開港）で、『第６回北上川フェスタ』が開催されました。

もりおか丸は５月１３日の川開きから舟運を開始しており、この日で今年３３度目の舟運になります。

会 場 ：もりおか港 （岩手県盛岡市 開運橋上流河川敷）

○その他、岩手河川国道事務所ではゴムボード体験周遊を実施。約５０名の一般の方々に北上川への親しみを感じていただきました。

月 日 ：令和５年６月１７日（土）

主 催 ：盛岡地区かわまちづくり（舟運）実行委員会
（北上川に舟っこを運航する盛岡の会、盛岡市

○「北上川フェスタ」は藩政時代に北上川で盛んに行われていた舟運を復活し、観光や新しい盛岡のまちづくりを進める活動を地域の方々に広める

ことを目的に、近隣商店街と連携して平成２９年度から開催しています。

国土交通省岩手河川国道事務所、北上川ダム統合管理事務所）

「ゴムボード体験周遊」と河川敷の乗馬体験もりおか港から出港するゴムボード北上川フェスタの第１便_もりおか港から出港！盛岡市のかわまち大賞お披露目会

北上川フェスタ開会式の様子

大反響のもりおか丸 もりおか港から出港するもりおか丸

北上川フェスタ会場の全景
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（参考）盛岡地区 オープン化区域の全景写真①
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（参考）盛岡地区 オープン化区域の全景写真②



←北上川

木 伏 緑 地

（参考）対象区域及び木伏緑地の全景写真


